





































序章 研究の背景と目的  
第一節 研究の背景 











 第二節 研究方法 




第二節 食事量の少なさを気にする 1歳女児の母親と保育士のやりとり(事例Ⅰ) 
第三節 極度の偏食を持つ年少クラス在籍男児の母親と保育士のやりとり(事例Ⅱ) 
 第四節 小括  
 
第四章 子どもの食事に悩みを持たない保護者と保育士とのやりとり 
 第一節 分析の視点 
 第二節 生後 2ヶ月入所女児に対する母親と保育士のやりとり(事例Ⅲ) 
 第三節 離乳食開始時期の女児に対する母親と保育士のやりとり(事例Ⅳ) 
第四節 外国籍 1 歳女児に対する母親と保育士のやりとり(事例Ⅴ) 



















































究で明示されている (例えば、Kieff, & Wellhousen, 2000 ; 師岡, 2010 ; Gonzalez-Mena, 
2013a)。 
保育士が保護者と連携して子どもに支援することによる効果は多くの先行研究で指摘さ












































































ている (大森・八倉巻・高石, 2000；後藤・鈴木ら, 2006；松生・佐田ら, 2007；大岡・内





















本研究の対象園である M 保育所と T 保育所は「食事の連絡帳」を用い、保育士と保護者
間で情報交換を行っている。「食事の連絡帳」は、食べたものや食べた量、睡眠時間などを









するため、質問紙調査を実施した。調査期間は、20XX 年 7 月初旬から中旬であった。調査
対象者は T 保育所と M 保育所において「食事の連絡帳」の使用経験がある保護者であり、



































女児 K の母親は、高齢で出産した第一子である女児 K をとてもかわいがっていた。その
ため、女児 K の母親は女児 K に関して少しのことでも不安や心配を持ちやすく、食事にも
悩みを持っていた。調査期間は女児 K が入所した 20XX 年 7 月中旬から 20XX 年 11 月初旬
までとした。連絡帳の総記述日は家庭・保育所共に 67 日分 (合計 134 件) であり、観察日






















し、母親は強い不安を持っていた。調査期間は男児 R が入所した 20XX 年 4 月初旬から保
育士が「食事の連絡帳」の使用を止めてもよいと判断した 20XX 年 12 月末までとした。連
絡帳の総記述日は家庭・保育所共に 144日分 (合計 288件) であり、観察日数は計 23日  (合

































(1) 生後 2 ヶ月入所女児に対する母親と保育士のやりとり 
女児 A の母親は、入所当初体重が極端に少なく、ミルクも他児の半分以下しか飲んでい
ない女児 A に対して、全く気にしていないこと、及び全て保育所に一任する考えであるこ
とを保育士に示していた。対象とする期間は女児 A が入所した 20XX 年 10 月中旬から離乳
食を問題なく食べられるようになった 20XX+1 年 8 月初旬までであった。連絡帳の総記述
日は家庭・保育所共に 179 日分 (合計 358 件) であり、観察日数は計 34 日 (約 5100 分) で




















体調などを考慮しながら女児 A のミルク離れをサポートしたことによって、女児 A は徐々
にコップで牛乳やお茶を飲むようになり、女児 A の食事内容に変容がみられた。 
 
(2) 離乳食開始時期の女児に対する母親と保育士のやりとり 
女児 B は入所当初 7 ヶ月であり、ミルクから離乳食に移行する時期であった。女児 B は
ミルクはよく飲んでいたのだが、保育所の離乳食は少量しか食べることができなかった。
対象とする期間は、20XX 年 12 月初旬から 20XX+1 年 8 月初旬であった。連絡帳の記述日
は、家庭 75 日、保育所 170 日（合計 245 件）であり、観察日数は計 26 日(約 3900 分)であ
った。そして、女児 B の食事の変容 (食事ラベル 15 個) に伴う「食事の連絡帳」での保育
士と母親のやりとりを検討した結果、両者のやりとりは全期において「権威・利害段階」
に止まっていた。 
















強かった。対象とする期間は、女児 Eが M保育所に在籍した 20XX年 9月初旬から 20XX+1
年 4 月下旬であった。連絡帳にどちらか一方でも記述した日は 101 日であり、観察日数は
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